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研究成果の概要（和文）： 

本研究は，個人適応 role-playing 手法を組み込んだ実践的技術中国語学習システムを構築する
ことを目的とし，以下の研究成果が得られた。 
• Web 集合知という概念を本研究に適用し，予備テスト問題の自動作成手法を提案し，そ

れをもとに，個人適応専用教材の構築手法を提案した。 
• Role-playing 型会話スキットの作成において，学習者が仮想的な対話者とインタラクテ

ィブに対話ができる環境作成を検討し，未知語の処理手法を提案した。 
• 学習者の発話を分析し，その感情変化や発話意図を推定する手法と精度を検討し，学習

者の疲労度や感情をより適切に表現できるようになった。 
 
研究成果の概要（英文）： 

This study focused on the development of a personalized technical Chinese learning system by 
incorporating the role-playing method. We obtained the following results: 
• We applied the concept of Web collective intelligence in this study and presented a method of 

building test problems automatically. Based on this, we devised a method of personalizing the 
course to assess a learner’s abilities. 

• We investigated the environment construction to allow a learner makes interactive conversation 
with a virtual interlocutor, and presented a method of handling unknown words in conversation. 

• We presented a method to estimate the change of a learner’s feeling and his intention by 
analyzing the utterance process of the learner, and investigated the precision of the method. This 
makes it possible to more suitably describe the learner’s degree of fatigue and his feeling. 
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１．研究開始当初の背景 

日中間の経済活動をサポートするために，
研究代表者らは世界に先駆けて技術中国語
Web 教材をすでに構築した。しかし，この Web
教材は，まだコンテンツを中心に構築したも
のであったため，基本語彙や基本表現等の学
習には有効であるが，本来語学学習の到達目
標の一つであるさまざまな状況に臨機応変
に対応することのできる実践的な言語運用
能力の学習を支援する機能はまだ不十分で
あった。 
 
２．研究の目的 
本研究は，先に作成した技術中国語 Web

教材をもとに，学習者の実践的語学運用能力
を向上させるために，「個人適応 role-playing
手法」を新たに組み込むことにより，学習者
の個人レベルに適応し，個人専用学習教材を
自動的に構築する。また，学習プロセスにお
いて，Role-playing 手法を適用した学習内容
を動的に作成する。このように，従来のもの
より格段に優れた実践的技術中国語学習シ
ステムを構築することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1) 学習者のレベルに応じた専用教材の自

動構築：本 Web 教材の対象者は主に実
務に携わっている日本人技術者である。
各学習者のレベルに合わせたその人専
用(tailor-made)の学習教材が自動構築
できる機能が実装されていることが望
ましい。この問題を解決するために本研
究では，学習者の個人ニーズ・レベルに
合わせて自動的に専用コースを構築す
る理論とその有効性に関する研究を行
う。 

(2) Role-playing 型会話スキットの動的構
築：学習効果を高めるために，反復練習
は欠かせないものである。語彙や表現方
法の基本・基礎を学ぶだけでなく，現場
で直面するさまざまな状況に臨機応変
に対応する実践力を涵養することも望
まれる。そのため，本研究では，学習者
中心の Role-playing 手法を導入し，既
に作成されているレッスン内容を基本
素材としつつも，学習者は状況・文脈を
考慮しながら仮想的な対話者とインタ
ラクティブに会話し，最終的には所望の
目的を自力で達成することのできる会
話スキット(教材)を動的に生成すると
いうものである。 

 
４．研究成果 
(1) 技術中国語Web教材で用いられている単

語のWeb空間における出現頻度数を調査
し，Web 集合知といままでの中国語教育

経験とを融合して，学習者が最初に行う
予備テスト問題の自動作成手法を提案
した。 

(2) 人間の忘却特性と脳を生かす学習法を
システムに取り入れ，学習内容の動的
構築手法を考案し，アクティブな学習
活動展開について吟味し，学習効率を高
める手法について検討を行った。 

(3) Role-playing 型会話スキットの作成に
おいて，学習者が仮想的な対話者とイン
タラクティブに対話ができる環境作成
を検討し，対話における未知語の処理手
法を提案した。特に，本学習システムの
準備として作成した「教材を動的に調整
するロールプレイ演習を介した PBL」は
情報システム教育コンテストで優秀賞
を受賞した。 

(4) 学習者の発話を分析して感情認識モデ
ルを構築し，日本人の場合と中国人の場
合においてそのモデルの共通点と違い
を整理し比較した。また，その感情変化
や発話意図を推定する手法と精度につ
いて検討した。このモデルを用いること
により，学習者の疲労度や感情をより適
切に表現できるようになり，学習者によ
り適切に学習アドバイスを提供できる
ことになる。 

(5) Web 集合知の有効性を確認し，さらに，
日本と中国の大学で学部生・大学院生・
教員を対象にアンケート調査を行い，集
合知の文化・言語依存性について分析し
た。 
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